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し、多くの理由があってそれは実現され

てきませんでした。ページ全体の編集が

自由にできてしまうというのは、多くのコ

ントロールを与えすぎるということになっ

てしまうからです。

たとえば、紙の雑誌を作る場合と同じ

ようなものだと考えてみてください。著者

や編集者が、記事のテキスト部分を書き

ます。そして他の誰かが、スタイルシート

の部分を提供して、色をどうするだとか、

脚注の部分をどうするだとかを決めます

よね。そうやって、複数の人間が関わっ

て作られていくものです。ところが、ある

1人がすべてをコントロールできるように

なってしまうと、それはやりすぎというこ

とになってしまいます。

ブログの場合も、ユーザーはメールと

同じように基本的にはテキストの部分だ

けを書きます。書いたテキストは、マシ

ン（機械）がオーガナイズ（組織化）してく

れます。

セマンティックWebは波のように

少しずつ浸透していく

■セマンティックWebの取り組みは、ど

のくらい進んでいるのでしょうか。

●この図（下図を参照）は、セマンティッ

クWebの進捗状況を表しています。縦

軸は、言語の特性を表していて、下はシ

ンプルな言語で、上にいくほどパワフル

で表現力に富んだ言語になります。横軸

は、その言語の位置づけを表します。一

番左が研究段階。次が、ウェブ技術や標

準化されてはいないが、実用的なもの。

次が、ウェブの標準技術となったもの。

一番右が、業界などで実際に広く利用さ

れるようになるという段階です。

図の左下から右上にかけて進んでいく

わけですが、1998年の段階では青い部

現在、多くの一般家庭においても、インターネットはさまざまな情報の収集や伝達の

手段として利用されている。その中でもウェブは、メールとともにインターネットが

提供する機能の中心的存在になった。すでに様々な機能が盛り込まれ、多くのこと

がウェブ上で実現されてきたが、果たしてこの先にもさらなる進化の余地はあるの

だろうか。ウェブの概念を生み出し、「ウェブの父」としてWorld Wide Web Con-

sortium (W3C)での活動をはじめ、ウェブ技術の発展と進化に貢献してきたティ

ム・バーナーズ-リー氏。同氏が、理想的なウェブの姿としてその実現に取り組んでい

る「セマンティックWeb」の今について伺った。（P.40の「セマンティックWeb入門」

も参照されたし）

ウェブの理想形はコラボレイティブ

であること

■ ウェブの基盤となったプロジェクトを

最初に発表されたとき、その目的は、「グ

ループによる作業環境の実現」と「情報公

開の場の実現」の2つであるとされてい

ました。そして現在、情報公開のほうは

非常に発展したけれども、作業環境のほ

うは十分ではないとおっしゃっています。

これはどういう意味でしょうか。

●私が最初にウェブを提案したとき、複

数の人間が協調して作業をする際に活

用するものと考えていました。それは、

単に公開されている情報を読むだけで

はなく自らも作り出せるようなもので、コ

ラボレーションを実現するにはそれが必

要です。

現在、皆さんが利用しているウェブとい

うものは、読むことができても書き込むこ

とはできません。やはり、人々はコミュニ

ティーの一部として自らも参加したいとか、

表現したいといった気持ちを持っている

と思います。今注目されているブログや

WiKiなどは、そんな要求に対応するため

に出てきたものだと思います。

私が理想とするウェブブラウザーは、

ウェブをクリエイトできるものです。しか

2003/1

1998

Trust

Research
 (etc.,etc!)

non-web or
non-standard

Web
Standards

Wide deployment

cwm
PCA

etc KIF

etc

Jess

cyc DAML
OWL

RDF-SMCF

ASN.1

GML
troff SGML XML

RDF

KR DL OIL

n3
prolog

sql RuleML

logic framework

crypto

rules/query

Trusted systems

Inter-engine interop

Declarative ebusiness

Rule indexes

Web of meaning

Cross-App interop

Interop within App

Proof

Rules/
query

Ontology

Data

Markup

The Semantic Web Wave（バーナーズ-リー氏が、2003年に行った講演「Webs of documents,

data and people」の資料より）

http://www.w3.org/2003/Talks/1022-chm-tbl/slide31-0.html Copyright © 2003 W3C ® (MIT,ERCIM,Keio)

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



38 ││ INTERNET magazine ││ 2005 ││ 08 ││

分まで、2003年は次の線まで進み、現在

はさらに進んでいます。KIFは標準では

ないけれども、広く使われました。XML

は広範囲に使われています。OWLは標

準化されて、queryについてはすでに標

準化が進んでおり、rulesについてもワー

クショップでの検討を経て、次の段階に

進みつつあります。セマンティックWeb

は、波のように少しずつ浸透していくこと

になります。

いまのウェブでは欲しいデータは

裏に隠れていて取り出せない

■セマンティックWebが実現できたとき

に、ユーザーや社会にどういった利便性

をもたらしてくれるのでしょうか。

●現在のウェブが持っている利便性と似

たようなものだと思います。では、逆に

質問しますが、現在のウェブの利便性と

いうのは何でしょうか？　たとえば、病

気のことを調べることができるとか、

ニュースが読めるといったこともそうで

すが、もっと一般的なことでいえば、

人々が、自分にとって退屈な部分はやら

ずに興味のあることだけに集中できると

いう点ではないでしょうか。そういう意

味で、非常に有用なものです。今のウェ

ブは、そういう存在であると思います。

今はウェブの中にデータが集積してい

るだけの状態で、非常に扱いにくい形に

なっていますよね。Excelのようなスプ

レッドシートに簡単に移すこともできなけ

れば、データベースの中でうまく扱うこと

もできません。常に、ドキュメントに応じ

てインターフェイスを用意する必要があり

ます。セマンティックWebによってそれ

らが改善され、扱いやすくなります。

■それは、データが体系的に利用できる

ようになるということでしょうか。

●そうですね。たとえば、国や会社を運

営しているのであれば、毎日のように意

思決定をする必要があります。それに

は、正確な情報や知識をベースにする必

要があります。ところが現在、国や会社、

官庁といったいろいろな組織があるわけ

ですが、それぞれが様々なソフトウェア

のシステムを使っています。欲しいデー

タは、その裏に隠れていて、なかなか取

り出せないという状況です。今後はこう

いった課題も改善されていくでしょう。

情報に意味を与えるオントロジー

■サーチエンジン技術を使って、ウェブ

ページの内容に関連した商品の広告を

表示するという広告が注目されています。

しかし、たとえばワインについて書かれ

たウェブサイトに、チーズの広告を出した

いというニーズがあっても、ワインで検索

するとワインについてのページしか表示

されず、なかなか難しいとされています。

そういった今の検索システムでは不可

能なことが、セマンティックWebの実現

で可能になるという理解は正しいでしょ

うか。つまり、ページと意味がより組織

化されるということです。

●その広告の例の答えになるのかは分

かりませんが、スタンフォード大学のデボ

ラ氏という方がオントロジーについて研

究しています。ワインとチーズの関係の

ようなものを定義付ける方法について

は、彼女がすでに実現しています。

たとえば、フライトを予約するようなプ

ログラムがあるとすると、それにレンタ

カーが関連してくるとか、レストランが出

てくるとか、それから延長してワインや

チーズに結びつけるということも考えら

れます。

■オントロジーや人工知能（AI）というの

は、コンピューターで処理するには非常

に難しいテーマだといわれています。過

去にもAIは成功してきたとはいえませ
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ん。セマンティックWeb でのオントロ

ジーの取り組みは、成功する可能性が高

いといえるのでしょうか。

● AIというものは非常に複雑なのです

が、オントロジーはそれと比べるとシンプ

ルです。オントロジーというのは定義付

けです。人々にとっても扱うことはそれ

ほど難しいものではありませんし、コン

ピューターにとっても同じです。

AIは、コンピューターが人間のように

機能するというのが、一般的に人々が想

像するものでしょう。それは非常に巨大

な研究ですが、セマンティックWebはそ

ういった研究の成功を待っているという

わけではありません。セマンティック

Webは、非常に実践的な試みなのです。

AIとセマンティックWebの違いです

が、AIが世界をすべて記述しようとした

のに対して、セマンティックWebはボト

ムアップの動きであるという点です。つ

まり、自分たちのページに必要なオント

ロジーやRDFといったメタデータだけを

書いて、すでに他で用意されているもの

があればそれを使うというものです。

全体を記述するのではなく、自分のと

ころだけをやり、ウェブというリンクでき

る世界を使って、お互いの知識を結びつ

けようということです。

■セマンティックWebは、実現までには

膨大な作業量が必要になりますよね。

●それでも、すでにここまで実現してき

ました（前掲の図を示しながら）。熱意を

持った人々が数多くいます。ビジョンを

持って取り組んでおり、ゴールも見えてき

ているので、関わっている人々はみな興

奮しています。

■それでは、われわれのような一般ユー

ザーがセマンティックWebの恩恵を受け

られるようになるには、あとどれくらいの

時間が必要なのでしょうか。

●（一瞬考え込んで）それはよい質問

（Well-Formed）とはいえませんね（笑）。

セマンティックWebは、レモネードのよう

なものではありませんから、あとどれくら

いの時間でできあがるのかという質問に

は答えにくいですね。セマンティック

Webの恩恵や効果のようなものは、いろ

いろな形で出てくるものだと思います。

ユーザーが特に気がつくこともなく、アプ

リケーションの中で実際に使われてくる

ということもあるでしょう。カレンダーと

か財務情報とかです。もちろん、直接的

に利用する人も出てくるでしょう。ただ

し、指数関数的にある時点から急激に普

及していくことになると思います。

RSSはノーティフィケーションと

して活用される

■現在、ブログの登場もあって、RSSが

注目されています。RSSをどのように捉

えていますか。

● 現在のRSSは、主にニュースの伝播

といったことに利用されています。RSS

のバージョン2.0はRDF互換ではないと

いった細かいこともありますが、セマン

ティックWebとの関係でいえば、RSSは

データのノーティフィケーション（通知）と

して活用されていくでしょう。

現在のところ、情報の伝播というもの

は人々の書いたものだけに限られていま

すが、将来もっとパワフルになってくる

と、イベント情報や天気情報、株価情報

など、そういった変化のある情報を通知

する手段として、非常に大量のデータが

RSS によって伝播されるようになるで

しょう。

■ありがとうございました。

ティム・バーナーズ-リー（Timothy John Berners-Lee）

1955年6月8日生まれ。CERN（ヨーロッパ素粒子物理学研究所・ジュネーブ）に

て、WWWの概念の基礎となるEnquireを開発。URL、HTTP、HTMLの最初の設

計は彼によるものである。現在はW3Cディレクターとして、次世代のウェブ技術

「セマンティックWeb」の標準化に取り組んでいる。
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